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お知らせ９月

１
０
０
０
円
（
高
校
生
は
無
料
）

■
受
付
・
搬
入
日
時

　

11
月
９
日
㈫　

　

午
後
１
時
〜
６
時

■
開
会
式
お
よ
び
表
彰
式　

　

11
月
13
日
㈯　

午
前
９
時
〜

※
表
彰
式
後
、
各
部
門
別
に
審
査
員

に
よ
る
作
品
の
解
説
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

第
46
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会
運

営
委
員
会
（
生
涯
学
習
課
内
）　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

　

内
線
３
３
１

「
カ
ゴ
屋
く
ら
し　

ー
竹
大

工
・
稲
垣
尚
友
の
技
ー
」

　

本
年
度
か
ら
岩
国
市
錦
町
の

方
々
と
実
施
し
て
い
る
海
彦
・
山

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　10月４日㈪　午前９時 30分～正午
◆場　　所　橘総合センター
◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、
　　　　　　離婚などあらゆる生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員
◆問い合わせ　福祉課　

　　☎０８２０（７７）５５０５

▼
地
デ
ジ
工
事
を
か
た
っ
て
工

事
費
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た

【
相
談
】

　

地
デ
ジ
関
係
者
で
す
と
名
乗
る

者
が
訪
問
し
、「
地
デ
ジ
の
工
事
は

８
万
円
か
か
る
が
今
な
ら
４
万
円

に
す
る
。」
と
言
わ
れ
、
現
金
で
前

払
い
し
た
。
し
か
し
領
収
書
の
発

行
は
な
く
、
工
事
の
連
絡
を
業
者

に
取
っ
た
が
、
使
わ
れ
て
い
な
い

電
話
番
号
だ
っ
た
。

【
処
理
】

　

地
デ
ジ
工
事
を
か
た
っ
た
詐
欺

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
至
急
警
察
に
届
け
る
よ
う
助

言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
ま
で

あ
と
１
年
を
切
り
ま
し
た
が
、
地

デ
ジ
対
応
の
た
め
に
工
事
が
必
要

か
否
か
、
ど
の
よ
う
な
工
事
が
必

要
か
は
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
受
信
機
や
ア
ン
テ
ナ
が
地

デ
ジ
に
対
応
し
て
い
る
か
、
そ
の

地
域
に
電
波
が
届
い
て
い
る
か
な

ど
の
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

見
ず
知
ら
ず
の
業
者
が
い
き
な

り
各
世
帯
を
訪
問
し
、
契
約
を
急

か
す
よ
う
な
場
合
は
、
一
人
だ
け

で
判
断
せ
ず
、
ま
た
、
契
約
を
急

が
ず
、
本
当
に
必
要
な
工
事
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ご
家
族
、
信
頼
で
き
る
近
く

の
電
器
店
等
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

に
つ
い
て

【
相
談
】

　

昨
日
、
自
宅
に
来
た
業
者
が
、

火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
て
い
な

い
と
罰
せ
ら
れ
る
と
言
っ
て
勧
め

て
き
た
の
で
契
約
し
た
が
、
高
額

な
の
で
や
め
た
い
。

【
処
理
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

義
務
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
に
つ

い
て
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

23
年
６
月
ま
で
に
は
全
て
の
住
宅

に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
防
大
島
町

の
場
合
、
設
置
す
る
箇
所
は
寝
室

と
２
階
以
上
の
階
段
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
で
購
入
で

き
ま
す
し
、
自
分
で
取
り
付
け
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
悪
用
し
、
訪
問
販

売
で
不
当
に
高
額
な
価
格
で
火
災

警
報
器
を
購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
販
売
で
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
購
入
し
た
場
合
、
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
可
能
で
す
。
手
続
き
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
の

消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
た
は
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
町
内
に
居

住
す
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
が
い
る
世
帯
を
対
象
と

し
て
火
災
警
報
器
を
貸
与
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
取
り
付

け
な
ど
の
際
に
代
金
を
要
求
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

彦
交
流
会
の
一
環
と
し
て
、
講
師

に
作
家
で
竹
大
工
の
稲
垣
尚
友
さ

ん
を
招
き
、
竹
細
工
の
実
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

稲
垣
さ
ん
は
昭
和
47
年
か
ら
4

年
間
、
ト
カ
ラ
諸
島
平
島
に
移
住

し
た
経
験
な
ど
を
も
と
に
精
力
的

な
文
筆
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
竹
大
工
」
と
し
て

も
ご
活
躍
で
、
竹
を
使
っ
た
手
芸
・

工
芸
に
関
す
る
執
筆
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
著
書
に
は
『
竹
細
工
入
門

‐
や
さ
し
く
編
む
』『
や
さ
し
く
作

る
竹
組
み
工
芸
』（
と
も
に
日
貿

出
版
社
）、『
悲
し
き
ト
カ
ラ
』（
未

来
社
）
な
ど
あ
が
り
ま
す
。

　

竹
細
工
に
関
心
の
あ
る
皆
様
、

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。

■
日
時　

　

10
月
23
日
㈯　

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

服
部
屋
敷

■
主
催　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
、
山
奥
大
学

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

か
し
こ
い
消
費
者

めざせ！

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

ま
た
は
町
商
工
観
光
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３


